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施肥防除作業の機械化について

1. 機械化一貫体系はできたか?

現在の耕種農業は，農業機械抜きでは考えられ

ない。しかも農業機械が日本農業の近代化，生産

性の向上にも大きな役割を果たしてきたことも，

今更異論を交えない。

ところで昭和40年代半ば， 日本農業の基幹作物

である水稲作の機械化一貫体系が確立されたと言

われてから20数年，果してそうだろうか。

水稲作の機械化の変遷について詳細は省略する

が，力仕事の動力源としてのモーター・エンジ

ン，耕うん整地作業の耕うん機・トラクター，連

続作業で比較的技術を要する移植作業の田植機，

刈取作業のパインダ・コンパインへと省力・高性

能化の道を歩んで来たことは御存知のとおり。つ

まり「重労働からの解放」という点で大きな役割

を果たしてきた。表-1，図-1でもわかるよう

に10a当り作業時間が20年間で約 1/3に減少して

いる。まさしく力仕事の機械化実現と高能率化が

進行していることがわかる。しかし，機械利用比

率が低位のままでもある。一方，主な作業別時間

の変遷(表 2)，平政元年における作業別時間の

全農農業技術センター

農業機械研究部長佐藤 功

内訳と機械利用時間(表 3)をみると，育苗と水

管理は減少していない。また，施肥防除作業の時

間数は減少しているものの，総作業時間の構政比

率はさほど減少していないことがわかる。

表 1 水稲10a当り作業時間・機械利用時間の変

せん

年次 作業時間hr 機械利用時間hr 機械利用比率%

545 117.8 17.5 14.9 

550 81. 5 16.3 20.0 

553 71.7 14.9 20.8 

559 56.5 15.0 26.5 

562 50.4 14.6 29.0 

H元 46.1 14.3 31.0 

言いかえると，機械化が進んだものは，人力畜

力では重労働で， しかも作業直後の成果・見映え

が即物的に評価納得できるものが多かったとも見

れる。

農作業技術での特許は成立し難いが，農作物に

は品質という点で差別化が存在する。農機メーカ

ーも製品開発には多大な投資を要し，その製品の

普及により費用回収を図ることから，特許で保護

され難い個人ノウハウ作業技術， しかも地域毎に
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図 1 水稲10 a当り作業時間//機械利用時間の変せん
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表 2 水稲10a当り主な作業時間の変せんと構成比

作業名 総作業時間 耕うん・整地 育苗 移植 水管理 施肥・防除 収穫・調製

年次 hr (%) hr (%) hr  (%) hr  (%) hr (%) hr (%) hr  (%) 

540 141.2 14.4 8.4 24.5 12.0 27.5 54.4 

(100.0) (10.2) (5.9) (17.4) (8.5) (19.5) (38.5) 

545 117.8 11.4 8.1 23.4 10.8 22.6 41.5 

(100.0) (9.7) (6.9) (19.9) (9.2) (19.2) (35.2) 

550 81.5 9.2 7.1 12.5 9.9 15.9 26.9 

(100.0) (11.3) (8.7) (15.3) (12.1) (19.5) (33.0) 

555 64.4 8.1 7.1 8.5 9.5 12.3 18.9 

(100.0) (12.6) (11. 0) (13.2) (14.8) (19.1) (29.3) 

560 54.5 6.6 6.6 7.3 9.2 10.1 14.7 

(100.0) (12.1) (12.1) (13.4) (16.9) (18.5) (27.0) 

H元 46.1 5.7 6.2 6.4 8.4 7.4 12.0 

(100.0) (12.4) (13.4) (13.9) (18.2) (16.1) (26.0) 

異なる栽培技術(いろんな意味で)に対し，なか

なか手を出し難いのである。その点，農産物品質

に重要な肥培管理に関わりの大きい肥料・農薬は

登録認可・手続きの問題もあるが，施用による効

果はすぐには納得されにくい。一方，農業機械面

では農業は工業と異なり，気象条件，地域条件に

左右されやすく，しかも機械作業の成果=高品質

.安定収量が必ずしも保証されない分野での機械

開発は向かないのかもしれない。

いずれにしても，即物的成果が見えない部分，

つまり「土づくり」とか， I施肥防除作業」は人

力作業から抜けきっていないし，しかも「煩わし

さからの解放Jはいまだ実現していないのであ
る。

2. 機械化体系の見直しを!

前述のとおり，現在の農業機械は「重労働から

の解放」という点での果たした役割は大きい。し

かし，まだ総作業時間での機械利用比率は低い。

本来，農業機械の果たす役割は高品質(均一性

を含め〉 ・安定多収をネライとした「高作業精度

を維持連続した農作業を行う」ことにあると私は

考える。高作業精度を考える場合，単なる人力作
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業の機械化実現ではなく，機械化を前提とした栽

培技術の見直しが必要である。例えば，側条施肥

田植技術も当初は初期生育の確保にあったが，今

からみれば，正確な施肥位置と量による高品質米

の安定収量確保と省資源が実現できたのである。

しかし，総じて施肥防除作業は，総作業時間に占

める割合もさることながら，その作業回数・日数

も多く，気配りも大変で， I煩わしさからの解放」
という点でまだまだ「人間にやさしい」といえる

現状にあるだろうか?

そこで，これからの農業機械開発には，

(1) 作業条件適用拡大は勿論，同時複合化，汎

用化，自動化。

(2) 作物の生育制御を指向した作業回数の最少

化(作業の省略と省資源を含む〉

を重要視点としてとらえ， I重労働からの解放」
「煩わしさからの解放」に加え，今様ではある

が， I地球にやさしく，人間にやさしく JI更な
る省資源」更に「一人乗用快適作

業」の観点で，栽培技術の見直しに

よる「機械化体系の再確立」を提言

したい。

3. 施肥防除作業に乗用田植機の

活用を!

水稲移植作業の田植機利用率 98

%，普及台数約 200万台，最近の田

植機出荷の乗用比率が50%を超え，

そのうち側条施肥装置つきも50%に

もなろうとしている。また，地域の

水利事情，米の産地間競争からか，

2 

Z150 

11 
る

比 0.50

。

田植作業期間も短くなり，田植作業のコスト高が

懸念されるほど，高性能な割には機械利用比率も

低い。(表-3) 

そこで，全農農業機械研究部では，肥料研究

部，農薬研究部と共同で各業界の関係メーカーの

協力を得て，農作業の同時複合化，田植機の汎用

化をネライとした「乗用田植機の高度利用化研

究」に取組んでいるので，その概要を紹介する。

(1) 同時複合作業の実現に向けて

施肥については，前述のとおり，普及が進んで

いるが，作業の省略をネライとした全量基肥を指

向して， 2段施肥技術に取組んだ。すでに 2年間

の研究で，施肥装置そのものはほぼ完成したが，

作業時の前後バランスを考慮すると，得策ではな

く，むしろ， L P肥料など溶出コントロール型の

被覆肥料の開発とあいまって，肥料の組合せによ

る全量基肥側条施肥でいけるのではないかと思

い，さらに研究継続中である。

図 2 動力散布機による散布精度
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表 3 水稲10a当り作業時間の内訳と機械利用時間(平成元年〉

作業名 作業時間 機械利用時間 機械利用時間比率

時間hr 構成比% hr % 

耕うん・整地 5.7 12.4 3.3 57.9 

育苗 6.2 13.4 0.4 6.5 

移植 6.4 13.9 1.7 26.6 

水管理 8.4 18.2 3.1 36.9 

施肥・防除 7.4 16.1 1.8 24.3 

収穫・調製 12.0 26.0 4.0 33.3 

合計 46.1 100.0 14.3 31. 0 
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図 3 田植同時粒剤散布装置の散布精度 図 4 田植同時フロアフル散布装置の散布精度

200 散布精度〈例〉 200 散布精度〈例〉

180 180 
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8/32 

平均 140 18.95% 140 変動率 4.81% 
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表 4 現行乗用田植機の構造的特質

(1)乗用移動用機械で、しかもトラクタに比較し極めて軽い

(2)前後輪同一輪距

(3)四輪駆動

(4)植付部をはずせば他の作業機を装着可能

(5)作業機昇降装置が平行リンク方式

(6)一人乗用作業に対する配慮(予備苗載台、ラウンドステップ、回転式座席など)

図 5 田植機装着液剤広報散布装置
2 

1.5 

噌

E
A

平
均
に
対
す
る
比

0.5 散布量 52.44.e /10a 
変動率 19.4% 
標準偏差 12.5 
変動係数 5.4% 

o 1 :' '2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
散布条(散布幅5.4m)

施薬については，農薬施用田植方式として，、粒

剤用は既に市販， FL剤用は今年試販の予定で，

いずれも実証展示圃などでの普及促進を図ってい

るところである。参考までに作業精度を図-21

10 20 
滴下回数

30 

図-3，図-4を参照されたい。

(2) 汎用化に向けて

乗用田植機本体はその構造特質

(表-4)から，移植時の同時複合

作業のほかに，汎用化(水稲移植以

外の作業〉に格好の素材である。移

植後の圃場内移動による中・後期防

除作業に活用すべく，粒剤，液剤農

薬の広巾散布装置の開発，その実用

化について試験中である。(写真図

-5参照)

粒剤広巾散布装置は 1"""9 kg/10 

a，液剤広巾散布装置(仮称:パン

クルスプレーャ〉は25，....，50s /10 a 

の散布量，いずれも散布巾 5.4m

(18条)，高さ調節自在，移動速度に

連動した調量機構で，単位面積(1 

trl， 3.3trl)当りの散布精度も高く，

作物直近部での散布なのでドリフト

も少なく，風などによる作業時間帯

適用も広くなり負担面積も大であ

る。

また，移植後の閏場内移動による

稲の踏み倒しも思ったより少なく，全体面積の 3

，....， 4%どまりで，収量に影響もない。また， 2年

間の試験結果ではあるが，薬効・薬害も従来方法

に比較し問題ないと思われ，更に実用化すべく試
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写真 1 田植機装着液剤広巾散布装置による防除

作業

験継続中である。 C写真-1，2:田植機に装着し

た液剤広巾散布装置による防除作業〉

4. おわりに

全農としても乗用田植機の効率利用の観点から

近未来的技術課題としてとらえ，乗用田植機本体

の構造検討は原則として必要最少限の改良にとど

めるべく以下の視点で整理し，鋭意努力中であ

る。

(1) 昇降装置の作業機装着方法と各種作業機共

通利用を目的とした規格化

(2) 田植機PTOまわりの規格化 (馬力，回転

数，寸法など〉

写真 2 風に強い近接散布

(3) 生育中期以降の圃場内走行を意識 した走行

部の改良

(4) バッ テリー容量，発電容量の見直 しと搭載

エンジン出力の適正化

(5) 作業機水平制御自動化装置の採用など

また普及促進を図るため“汎用乗用管理機CPan
ride cruiser パン・ライド ・クルーザー)"と命

名し，水稲作のみならず畑作への利用も検討中で

ある。農機開発関係者の皆さんの協力と栽培技術

関係者の皆さんからのご意見をいただければ幸甚

である。

以上
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肥料の来た道帰る道

4. 江戸文化の生んだ商品肥料 (2)

江戸時代は同じころのイギリスとは異なり，工

業ではなく農業の発展によって新しい産業の形成

と生活革命を行ない，その上に独自の江戸文化を

開花させた。すなわちまず大規模な新田開発と城

下町の建設によって，武土・町人階級の米食化が

進むとともに，近郊農村では疏菜や果物などの噌

好性の強い農産物の生産が盛んになった。しかも

これらの都市と農村の聞にはヨーロッパにはみら

れない物質循環(下肥と農産物〉の太いパイプが

通じていたことは，前回述べた通りである。

農業生産性の向上は食生活に変化をもたらした

(一日三食の普及など〉だけではなく，衣料や生

活様式にも大きな影響を与えた。日本の庶民の衣

料は長らく苧麻(イラクサ科の多年草で山野に自

生していた〉などからつくった麻織物で自給的色

彩の強いものであった。これに対して木綿は15世

紀はじめ李朝の朝鮮から渡来し，武士の鎧や陣

幕，旗械，馬具，帆布など主に軍事用に使われて

いたが，次第に日本でも栽培されるようになり，

江戸時代に入ってからは飛躍的に発展した。苧麻

の栽培が粗放であったのと異なり，桶は集約的に

栽培され大量供給が可能であったほか，織工程の

分業化が進んだため生産効率は格段に高まった。

これは新しい織物産業を誕生させ，商品経済を活

性化するとともに，庶民の衣服保有量も豊富にな

り衣生活を一変させた。また染色加工も進み，そ

の原料としての藍の栽培などが，特定の地域で盛

んになった。いま一つの絹は古代から上流階級の

衣料として用いられていたが(古代，中世を通じ

て綿は絹綿を指していた。木綿が普及してからは

絹綿は真綿とも呼ばれるようになった。入江戸時

代には養蚕が盛んとなり富裕な庶民層にも絹織物

がひろまっていった。これは桑栽培もまた盛んに

なったことを示している。

衣料革命とともに特筆すべきは燈料革命であろ

京都大学

名誉教授高橋英一

う。仏教の伝来とその興隆とともに次第に燈油の

需要が増大し，油分の多いいろいろな植物の種子

から泊がしぼられるようになった。鎌倉時代には

荏胡麻(シソ科の油糧作物〉の油が登場し，室町

時代にはこれに菜種油が加わったが，江戸時代に

は泊糧作物として菜種の栽培が盛んになり，また

棉栽培からもたらされる棉実油とともに燈油の供

給を潤沢にした。これは庶民の生活を充実させる

のに大きな貢献をした。何故なら，それまで庶民

は夕食後は就眠するという夜のない生活を送って

いたが，燈火を生活に取り入れることにより，内

職はもとより読書や寄り合いなどにより知識を広

めることができるようになったからである。

棉，桑，菜種などの経済作物の栽培が盛んにな

るにつれ，これらに対する良質の肥料が求められ

るようになったが，これに応じたのは搾油残澄で

ある菜種油粕，棉実油粕であり，蚕糞，蚕j少であ

った。また日本は暖寒二流に洗われる島 l興国家

で，平地には乏しいが海岸線は極めて長いため近

海漁業に適しており，魚獲に恵まれていた。しか

し現代のような保蔵設備のなかった時代には，と

れすぎた魚の仕末に困ったであろうことは想像に

党くない。偶然腐った魚(鰯など〉を田に捨てた

ところ米がよくとれた(鰯のことを田作りという

のはここから出たといわれる)。このような経験

から商品価値のなくなった魚や，魚油をしぼった

あとの粕を肥料として使用するようになった。さ

らに肥料用に乾燥された干鰯が，油粕とともに購

入肥料として流通するようになった。第 2会に江

戸中期，経済の中心であった大坂への入荷商品の

ベストファイプを示したが，干鰯は米，木綿類，

菜種，材木についで第5位を占めている。

江戸時代に登場した主な商品肥料である下肥，

油粕，干鰯の中，下肥は運搬に労力がかかるので

流通は都市近郊の農村地域に限られたがp それに



平成4年 3月1日 農業と科学 第三種郵便物認可 (7) 
川 rlll，山"司司1111¥1111'9'司1111111111，...，111111111同 ...11・，1I111'.......:l1l1llq川崎.'IIIIIJIII_"1111IJIII''''W!lIIJlIIII晶.JlQ111ll1"圃11(11111.1回..'1111，..1，....四l・111，1111"司川11111111".川1111111回r-llIfIIlIJ!可....1111，1111'....11111)1川戸_'hlllf'I(.......IIIIPq

第 2表 1714年の大坂への入荷商品別銀高

(上位5品目〉

口E口3 目 長良 I局

米 42，659貫

木綿類 30，434 

菜種 28，049 

材木 25，751 

干鰯 17，760 

(永原慶二新・木綿以前のこと による〉

くわべると輸送に便利な油粕類とくに干鰯は広い

流通市場をもつようになった。そしてソース(供

給者〉とシンク(需要者)を結ぶ流通の担い手と

して回船業が発展した。たとえば大坂から江戸へ

木綿関係の商品を運んだ回船の帰り荷は，九十九

里の干鰯というふうであった。作物の肥料になる

ものは自然界からも人間の営みの中からももたら

されるが，それらが商品になるためには条件が必

要である。それは社会経済の発展によって生れた

新しいシンクとソースの出会いである。

新たなシンクとなった経済作物はこのほかにも

噌好品としてのタバコ，チャ，染料としての藍，

畳表としてのイグサ，蝋燭の原料の櫨，和紙原料

の椿，三極などがあった。一方これらに対するソ

ースとなったのは，消費人口の集中する大都市か

ら出る人糞尿や農産物加工残溢の植物油粕，焼酎

粕，醤油粕，豆腐粕や漁業からもたらされる魚粕

や干鰯であった。土地がせまく園地的農業が営ま

れてきた日本では，生産手段の中で肥料はもっと

も商品化されやすいものであった。何故なら反収

を高めるために必要な肥料の経済効率は経営面積

の制約をうけず，必要に応じて分割して購入し施

用することが可能であり，また 1回の収穫ごとに

その代金を回収できるからである。このように肥

料は零細農民でも比較的利用しやすい資材であっ

た。江戸時代に肥料が世界にさきがけて商品にな

ったのは，多様な農産物の生産と日本人の勤勉

さ，器用さによるものであった。しかしそれをも

たらした背景には，高温，多雨，南北に長く複雑

な地勢，きびしい夏と冬とその間にあるおだやか

な春と秋の季節変化という日本独特の気候風土が

あったことも忘れてはならないであろう Q

一口メモ

|永代堀の由来|

干鰯が大量に取り引きされたのは棉作の中心地

の大坂であったが，最初は堺と尼崎で取り引きさ

れ大坂まで到着しなかった。そこで水路運搬の便

があれば取り引きができるというので，永代堀を

掘ることを願い出た。そして寛永元年(1624年)，

その堀留の永代浜に干鰯揚場が開かれ，取り引き

がはじまったといわれる。(古島敏雄 概説日本

農業技術史による〉

!農民の肥料購入費|

当時の農民はかなりの費用を肥料の購入にあて

ていた。たとえば夫婦2人と子供 1人の農家が，

ある年に 5反歩の畑を耕やして大根 2万5千本を

収穫し， 135貫文の売り上げになった。ところが

この生産に使った肥料代は，売り上げの 4割に近

い50貫文であったという。(岡並木舗装と下水

道文化による〉

|藍作り小史|

藍は麻の時代から日本の代表的な染料の一つで

あったが，木綿の時代になると藍の商品とマしての

地位は飛躍的に上昇し，山城，尾張，美濃，阿波

に藍の主産地が形成された。藍の栽培には収量を

上げるために大量の肥料が必要であり，干鰯など

が購入施用された。しかし19世紀末ドイツのBA

SFが藍の色素であるインジゴの合成に成功し，

その工業生産をはじめるにおよび，天然藍は駆逐

されてしまった。
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園芸床士，園芸培土の調査および育苗試験成績

はじめに

大分県経済連 土壌診断センターは，昭和62年

度農業生産体質強化推進事業で，県連としては始

めて国の補助をうけて設置され，かなりの機器を

装備することができた。

そこでこの施設を活用 して， 土壌，作物の診断

はもと より，肥料，土壌改良資材， 育苗資材など

の品質調査なども手掛けている。

写真 1は育苗がうまくし、かなかった現地の床土

資材を取り寄せ，育苗試験を行なった もの であ

る。

写真 1 問題のあった床土の育苗試験

標準に使った与作V1号に較べいずれも生育が

劣り，育苗資材に原因のあることがは っ きりし

た。 なお資材の分析の結果，従来品に較べ肥料成

分が低いことなどが判った。

いま，育苗用の土や堆肥はますます自給しにく

くなり，床土や培土の流通は著しい伸びをみせて

いる。

経済連土壌診断センターではつぎつぎに登場し

てくる床土や培土について，品質を知り，流通や

使用上の資料とするため，品質調査や育苗試験を

行なってきた。そして，対照区として，与作V1

号を使わしてもらうことが多かったので，そのー

大分県経済連肥料農薬課

参与津野林士

端を本誌の誌上をかりて発表 し，参考に資する こ

ととした。

1. 育苗用床土，育苗用肥料の検討

自家製床土としては山土また水田土と堆肥を混

合堆積 し， 2，..._， 3回切返し使用するのが普通であ

る。 しかし，良質な堆肥が得にく いため， 手軽な

資材が求められる場合がある。その手軽な資材と

して， ブラックワン，クン炭，ピートモスを選

び，また育苗用肥料として均一に施肥できるよう

に細粒状とし，流亡を抑えるため粒状化にベン ト

ナイト を使った肥料の検討を併せ行った。

表 1に示すように地力の低い黄褐色土では与作

が最も勝り，ブラックワン>クン炭>ピートモス

の11頂で，資材の養分含有量，保肥力が苗の生育に

反映したようである。

保肥力が大でやや肥沃であ った黒色土では， 与

作が最も劣り， ブラッグワン>クン炭>ヒ。ー トモ

スの順序は変らなかった。

細粒化成はブラ ックワン黒色土で単肥配合と同

等，他はすべて単肥配合を上回った。

なお，大きし、透水性が保持されるよう調製され

る床土で， Nの3/5が緩効性のCDUの与作は，

肥効が高くでると判断された。

2. 園芸用育苗培土の検討

1) 供試した培土の理化学性

大分県経済連に持ち込まれた園芸培土につい

て，袋などに表示されている公称の理化学性と，

当土壌診断センターで調査 した理化学性を表示す

ると，表 2， 3 ， 4のとおりである。理学性は分析

操作中に変動するので100cc円筒管への充てんは

減量 しない程度にやや強く行なった。また開封直

後の分析に統ーできず，分析項目によ ってはメー

カー側が考えている数値より，ずれているものが

あるかもしれないことを予めお断りしておきた

し、。
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表1 床土，肥料の種類とキュウリ苗の生育 平l.6.15--7. 5 

試験区分 黄禍色土

床土資材 )lE 料 草丈cm 苗重 g 同100分比 草丈cm 苗重 g 同100分

細粒化成 32.0 3.10 93 39.5 4.73 119 
プラ、J、クワン

草肥配合 30.5 2.34 70 37.2 4.73 119 

細粒化成 34.2 2.94 88 38.7 4.96 125 
クン炭

草肥配合 33.3 2.25 67 36.5 3.86 97 

細粒化成 31.2 2.13 64 42.8 4.50 114 
ビートモス

草肥配合 29.7 1. 50 45 36.5 3.76 95 

与 作 33.3 3.34 100 36.3 3.96 100 

日l 9 cmポリポット
ブラックワン:北興化学製炭化物資材
床土資材は資材1士2の容積比で混合
細粒化成は3-20-2ベントナイト25%合有新日本産KK製育苗用肥料、草肥配合は硫安過石塩加
施肥量床土1000cc当たりN300、P2052000、K20200各mg
荷重は地上部乾物g1本

表 2 供試した育苗培土の公称理化学性(商品説明用資料より〉

h之と pH EC 肥料成分 mg/L 
仮比重

(1:2.5) 
ms 備 考
(1: 5) N P20S K20 

与作N150 0.3-0.4 5.0-7.0 0.5-1.0 150 1，000 150 プラグ苗専用

A 0.55-0.65 6.0-6.5 30 2，400 30 " 
B 0.60-0.70 5.8-7.0 1.8以下 250 1，000 250 " 
与作V1号 0.30-0.35 6.0-7.0 1.0-1.5 500 2，200 400 土と混合使用

C 0.87 6.0-6.5 0.7-1.0 240 2，600 150 100%で使用

D 一 5.0-6.0 一 430 240 530 " 」一一」一一一一 L一一一一

表 3 供試した育苗培土の理学性

ゐ更と 宅1鬼OOcc牧重1 現物3相割合%g 国相 i夜相 気相

与作N150 44.8 23.3 11. 9 64.8 
A 57.5 15.9 14.6 69.5 

B 85.6 21.3 29.6 49.1 

与作V1号 49.8 21. 7 12.7 65.6 
C 87.7 31.4 14.8 53.8 

D 26.7 15.0 7.6 77.4 

E 60.6 17.7 24.8 57.5 

容量%

表 2，3，4より

いずれの培土も孔隙(液相+気相〉が多く， pF 

l.5の気相が多く，通気性がよい。

pF 0， pF l. 5の水分が多く保水力が大きいが，

培土による差もかなりある。

化学性は培土による違いが大きく，メーカー表

示の肥料成分は添加量で，水溶性成分との開きも

大きく，即速効性成分とは考えられない。

7]< 分%

pFO pF1.5 pF2.8 pF3.8 

52.2 40.2 29.1 12.7 

45.9 33.5 23.5 15.8 

45.9 41.0 34.6 29.8 
48.0 34.9 25.5 12.9 

48.2 35.1 24.9 19.5 

72.8 24.7 22.5 22.5 

60.8 44.0 2'7.3 23.1 

2) ポット育苗での検討

試験成績を表 5に示す。

気pF相1.%5 

36.5 

50.6 

37.7 

43.4 

33.5 

39.7 

38.3 

キュウリ:与作V1号に較べ， c培土は生育が
劣り， D培土は 100%で勝り， 33%でやや劣っ

7こO

メロン:与作V1号に較べ，プラグ苗専用の与 2

作 N150は生育が劣り， D培土は33%でやや劣り

100%でさらに劣った。 メロンは育苗期間が長ぐ

なったので与作V1号を除いて， Nの肥効が続か
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表 4 供試した育苗培土の化学性

ぷ:pH EC ms 
陽イオン交 交換性;塩基 me/100cc *i存性 mg/L

1: 2.5 1: 5 
換容:hi:

NH4+N03 
ロle Ca Mg K N P205 

与作N150 6.7 0.39 7.71 3.8 8.0 2.19 259 373 

A 6.3 0.37 13.80 11.0 2.9 0.64 32 3 

B 6.1 0.77 26.96 13.9 3.4 2.25 41 4 

与イ下V1.号 6.0 0.98 7.47 9.3 8.5 1. 65 53 528 

C 6.0 0.47 30.70 10.4 3.9 1. 00 27 2 

D 6.4 1. 05 7.47 16.7 1.7 1. 70 1，423 72 

E 5.2 0.38 21. 51 16.3 5.3 0.62 28 14 

詑 pH、EC浸出は容樹比、防イオ ン交換存iitは100cc、'iたり、
与作Vl号のCDU態Nは測定されてない。

表 5 園芸培土によるポット育苗試験成績

試験 供試 試 験
生育状況

茎葉 同
茎葉中成分濃度%、Fe、Mnはppm

NO 作物 12{ 名 草丈 葉数
乾物重 100分比 N 

与作V1号33% 21.0cm 2.4枚 0.47 100 3.04 

C培土 100% 18.5 2.4 0.37 78 2.99 
キュウリ
D /1 33% 18.5 2.1 0.44 93 2.03 

D /1 100% 21.7 3.0 0.53 111 5.05 

与作V1号33% 10.4 4.2 1. 03 100 5.27 

与作N150100% 7.7 3.2 0.47 46 6.09 
II メロン

D培土 33% 8.9 3.9 0.86 83 4.89 

D /1 100% 6.8 3.1 0.43 42 4.88 

証 I試験 9cmポリポット播種 平成3年6月1日抜取り6月15日
II試験 12cmポリ ポッ ト播種 平成3年7月27日抜取り8月17日
茎葉乾物重はg/本
試験区名らんの%は培土のポッ ト用土中の容積%

P20S K20 CaO MgO 

1.87 4.27 1. 73 1. 02 

0.85 3.17 2.02 0.97 

0.93 3.77 2.24 0.50 

1. 67 6.61 3.44 0.57 

2.43 6.74 2.70 1. 25 

2.02 6.55 1. 01 1. 56 

1. 07 6.42 4.89 0.90 

2.16 7.41 4.97 0.73 

写真 2 メロンのポット育苗試験 3) プラグ育苗での検討

Fe 

323 

355 

276 

177 

132 

110 

94 

81 

K20 

242 

54 

35 

163 

38 

536 

27 

Mn 

17 I 

45 

2 

44 

96 

298 

35 

119 

試験結果を表 6，7，写真 3に示す。

なかったためと思われる。

植物体中養分濃度:与作Vl号， N150とも Ca

Oが低く， MgOが高い。C培土は P20Sが低いo

D培土は CaO，K20が高く，育苗期間の短いキ ュ

ウリでNがとくに高いが， MgOはキュウリ ，メ

A旬、二('と、、もに低し、。

苗の生育は， 1， n試験では与作N150に較べ，
化学肥料を施用したE培土が勝り ，D培土はレ タ

写真 3 培土によるフラグ苗育苗試験成績
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表 6 育苗培土のプラグ苗育苗試験成績(生育状況〉

試験 供試 試 ，験 草丈 葉数

NO 作物 区 名 cm 枚

与作N150 7.3 3.1 

A培土 5.9 3.2 
I レタス

D " 6.9 3.1 

E " 7.7 3.2 

与作N150 8.3 4.3 

A培土 5.9 3.3 
II ノ、クサイ

D " 9.8 4.4 

E " 9.1 4.6 

与作N150 9.8 3.4 

A培土 5.9 2.5 
111 キャべ、ソ

B " 10.1 3.4 

D " 10.9 3.3 

与作N150 11.3 4.1 

A培土 7.6 3.1 
W レタス

B " 8.0 3.9 

D " 10.6 4.0 

註 9 x 16穴トレイ(1穴約30cc)使用
I、II試験借種平成 3年8月25日抜取り 9JJ15FI
III、N試験幡種平成3年10月14日抜取り llH15 1'1 

苗重乾物g/10本

茎葉 根 計

0.47 0.10 0.57 

0.30 0.05 0.35 

0.40 0.06 0.46 

0.54 0.08 0.62 

1. 29 0.24 1. 53 

0.54 0.15 0.69 

1. 35 0.20 1. 55 

1. 52 0.24 1. 76 

1. 39 0.43 1. 82 

0.81 0.20 1. 01 

1.44 0.32 1. 76 

1. 50 0.22 1. 72 

1. 59 0.44 2.03 

0.56 0.21 0.77 

1. 07 0.38 1.45 

1.49 0.33 1. 82 

E士宮d二区はN20P205100 K20 20mg/100cc、化学肥料で施用

茎葉

100 

64 

85 

115 

100 

42 

105 

118 

100 

58 

104 

108 

100 

35 

67 

94 

同左100分比

十艮

100 

50 

60 

80 

100 

62 

83 

100 

100 

46 

74 

51 

100 

48 

86 

75 

表 7 育苗培土のフラグ苗育苗試験成績(植物体養分濃度〉

試N験O 作物 試験区名
N P205 K20 CaO M% gO Fe 
% % % % ppm 

与作N150 3.71 1. 21 4.61 0.43 0.76 ， 184 

A 培土 2.53 0.97 4.34 0.90 0.42 64 

I レタス
D 4.75 1. 76 9.71 1.65 0.74 133 " 
E " 2.58 1.01 4.43 0.75 

0.40 75 

与イ乍N150 2.75 2.71 6.74 1.42 1.63 167 

A 培土 2.17 3.46 6.07 3.04 0.86 100 

II ハクサイ D " 3.24 1. 74 6.01 3.13 0.54 
118 

E " 3.35 2.04 6.64 1.63 0.53 
155 

与イドN150 2.80 2.02 4.99 1.18 1.60 101 

A 培土 1. 54 1. 52 3.53 2.20 0.68 67 

III キャベツ B " 2.70 1. 27 
.3.62 2.99 0.66 59 

D " 4".45 1. 90 6.28 5.31 0.90 
171 

与イ乍N150 2.31 1. 51 7.09 0.75 0.95 99 

A 培土 2.06 1.06 6.27 1. 32 0.48 49 

W レタス B " 1. 89 0.91 4.46 0.87 
0.43 33 

D " 2.25 1.33 5.21 1. 36 0.46 
80 

計

100 

81 

109 

100 

45 I 

101 

115 

100 

55 

97 

95 

100 

38 

71 

90 

Mn 
ppm 

138 

164 

186 

75 

160 

219 

117 

59 

76 

90 

36 

156 

174 

212 

74 

106 

(乾物)
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スで劣りハクサイで同等， A培土はレタス，ハク

サイともに劣ったO

]1[， IV試験では与作 N150に較べ， B， D培土
はキャペツで同等， レタスでやや劣った。 A培土

はキャベツ， レタスとも明らかに劣った。

また全試験を通して与作 N150区は根量が多い

傾向がみられた。

植物体養分濃度は，与{乍 N150区は CaOが低

くMgOが高い。 A培土はN，Feが低く， P205 

もハクサザを除いて低いが， Mnが高い傾向がみ

られた。

B培土は， N，i P205が低い傾向がみられ，Fe， 

Mnが低い。 P培土はN，CaOが高いふ E培土は

P205， CaO， MgOが低い傾向がみられた。

結び

調査および育苗試験の対象とした床土，培土，

床土資材は，育苗上とくに問題はなく，使用可能

な苗が得られたO

いずれの床土，培土も孔隙量が多く，通気性，

保水性にすぐれていたが，種類，品名により差が

あり，潅水頻度などに差がでた。

苗の生育は，床土，培土のN量およびその肥効

の発現性に影響されるところが大きかったO

苗の養分濃度は培土の種類によりかなりの差が

みられた。培土の成分含量，添加された肥料成分

の影響と考えられる。

苗の形質が定植後の生育にどのように影響する

かは調査することができなかったが，育苗が大型

化しつつある今日，明確にしておく必要があると

考える。

なお，培土により苗の養分濃度に大きな差のあ

ることがわかったが，この辺をつめていけば，プ

ラグ育苗が茎葉類で問題がなく，果菜類では未解

決であることなどの，解明の緒口になるのではな

かろうかと考えている次第である O
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